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農業に関心があり、労働意欲の旺
盛な市民がシルバーファーマーと
して農業に従事する制度です。「養
成支援塾」と「登録制度」の2つから
成りたっています。

　
疑
問
や
不
安
を
持
ち
な
が
ら
も
家
庭
菜
園

で
野
菜
栽
培
を
自
己
流
で
楽
し
ん
で
い
た
と

い
う
池
澤
さ
ん
。
広
報
誌
で
こ
の
支
援
塾
を

知
り
、「
栽
培
技
術
の
習
得
と
農
家
の
手
助
け

が
で
き
た
ら
」と
思
い
、
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
支
援
塾
で
は
、
机
上
研
修
で
講
師
か
ら
栽

培
技
術
の
基
本
を
学
び
、
圃
場
研
修
で
夏
野

菜
・
秋
野
菜
を
栽
培
し
な
が
ら
多
く
の
技
術

を
習
得
。「
個
人
圃
場
で
は
、
他
の
受
講
生

と
情
報
交
換
し
な
が
ら
個
性
あ
ふ
れ
る
自
主

的
栽
培
実
習
が
で
き
ま
し
た
」。

　
農
家
で
の
実
地
研
修
で
は
、
除
草
・
定
植
・

種
ま
き
・
収
穫
を
経
験
し
、
農
家
が
直
面
し

て
い
る
問
題
や
人
に
よ
る
作
業
の
必
要
性
を

知
り
、
農
業
の
実
態
を
体
感
。「〝
今
日
は
何

を
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
”と
、毎
回
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
講
習
に
通
っ
た
」そ
う
で
す
。

　
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
も
ら
え
、
実
際

に
自
分
で
見
て
、
聞
い
て
、
触
っ
て
、
体
験

す
る
大
切
さ
を
痛
感
。「
今
後
、
仕
事
と
家

庭
菜
園
を
楽
し
み
な
が
ら
体
力
を
つ
け
、
農

家
の
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
程
度
に
シ
ル

農
　
家

農
業
公
社

シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
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第6期受講生  池澤 さん

シルバーファーマー登録制度

受講後

養成支援塾

受講生の声

養成支援塾 修了生の今

■シルバーファーマー制度とは

「
自
分
の
時
間
を
使
い
、
微
力
な

が
ら
農
家
の
力
に
な
り
た
い
」

「
シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
」

バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い
き
た

い
」と
語
る
池
澤
さ
ん
。彼
が
農
家
を
手
伝
っ

て
作
っ
た
野
菜
が
、
食
卓
に
並
ぶ
日
も
近
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
自
分
の
食
べ
て
い
る
野
菜
が
ど
の
よ
う

に
で
き
て
い
る
の
か
、
農
業
に
携
わ
っ
た
経

験
が
な
く
、何
か
ら
手
が
け
よ
う
か
」と
迷
っ

て
い
た
時
、
シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
を
受
講

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
就
農
に
。

　

１
年
を
通
じ
て
１
日
３
～
４
時
間
ほ
ど
、

ト
マ
ト
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ほ

う
れ
ん
草
な
ど
の
機
械
で
は
で
き
な
い
部
分

を
手
作
業
で
補
う
の
が
仕
事
で
す
。

　

実
際
に
仕
事
に
就
い
て
か
ら
４
年
。「
外

で
汗
を
か
き
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
働
く
こ

と
で
健
康
に
も
よ
く
、喜
び
を
感
じ
て
い
る
」

そ
う
で
す
。「
今
後
、
農
家
の
足
を
引
っ
張

ら
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
こ
の
仕
事
を
続

け
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

シルバーファーマー養成支援塾受講生募集
▶とき　4月～12月の日曜（全20回）
　午前9時～午後1時（前半：圃場研修、後半：机上研修）�
▶ところ　県農業試験場黒磯農場（埼玉9－5）
▶ 対象　農業に関心があり、労働意欲が旺盛で、受講
後に引き続き農業を行いたい市民

▶定員　20人�
▶内容　
○ 机上研修　野菜栽培の基本、土壌作り、病害虫防除、
雑草防除、植物生理など

○ 圃場研修　農業機械の操作方法、野菜の播種・定植・
栽培・収穫、土壌作り、圃場管理など

○ 実地研修　野菜栽培農家での実践的な作業
▶参加費　5,000円（保険料・テキスト代）
▶申込方法　受講申込用紙に必要事項を記入し、次の
　窓口で申し込み（応募者が多い場合は選考） 
▶申し込み・申込用紙配布場所　市農業公社、西産業
　観光建設課、塩産業観光建設課、箒根出張所
▶申込期限　2月28日㈫　
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④研修
　協力

シルバーファーマー養成支援塾

あなたも農業をしてみませんか
～市シルバーファーマー制度～ ▶問い合わせ

　市農業公社　☎0287（60）1283

シルバーファーマー養成支援塾の
第1期生4人が、現在、鍋掛の農家
で仕事をしています 「もったいない」食品 から 「ありがとう」の食品 へ

▶受付場所　1階ロビー
▶寄付いただきたい食品
　 パスタ、乾麺などの穀類（お米は平成27年以降に生産され

たもの）、保存食品（缶詰、瓶詰など）、食用油、インスタン
ト食品、レトルト食品、調味料（醤油、味噌）、ふりかけ、
お茶漬け、のり、ギフトパック（お歳暮、お中元など）

※常温での保存ができるものに限ります。
※生鮮食品はお預かりできません。

　家庭で眠っている食品を持ち寄り、支援が必要な人に寄付する "フードドライブ" という活動があります。今回は
その一環で、皆さんの家庭に眠っている食品がありましたらお持ち寄りください。寄付していただいた食品は、フー
ドバンク大田原を通して、生活困窮者や福祉施設などに提供します。

みんなの知恵を活かして行動しよう!
～安全・安心なくらしのために～

と　き　2月19日㈰午前10時～午後3時
ところ　いきいきふれあいセンター
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2 体験コーナー

その他
・クリーニング店によるアイロンかけ実演
・交通安全講話（“歌うおまわりさん”阿久津巡査部長）
・ブラスバンド演奏（マムソウル）
・巻狩踊り（那須野巻狩踊りお囃子会）
・黒磯ハモニカ会によるハーモニカ演奏
・こどもかるた大会　　　　　　　　　　　　など

・スタンプラリーと抽選会
・使用済み食用油をつかったロウソク作り
・キュービックパズル作り
・ゆ～バス体験試乗会
・骨密度、体脂肪測定や健康相談
・AEDの使い方

・農産物加工品、リサイクルの手芸作品などの販売
・コーヒーショップ　など

　40の団体が、環境や暮らしをテーマに展示・発表を行いま
す。生活にまつわるさまざまな体験コーナーやアトラクショ
ン、農産物やリサイクル品の販売など見どころがたくさん！
ぜひ、家族で遊びに来てください。

※催し物の内容は変更することがあります。

○駐車場は混み合います。
　できる限り乗り合いで来てください
○マイバッグを持参してください。
　環境に配慮し、ビニール袋は配布しません

お
願
い

催し当日、生命保険・損害保険・不動産に関する
こと、家計と老後の生活設計・税金・ライフプラ
ンなどに関して、お金の専門家が相談に乗ります。
▶定員　10組　▶申込期間　2月1日㈬～15日㈬
▶申し込み・問い合わせ
　日本FP協会栃木支部　　　☎028（610）1105
　※土・日曜、祝日を除く午前10時～午後4時。

お金のこと相談してみませんか
～ファイナンシャルプランナーによる無料相談会～

家族みんなで賢い消費者に
消費生活と環境展を開催します ▶問い合わせ

　本生活課　☎0287（62）7165本

　 以下の点に注意してください
☑ 賞味期限が明記されていますか
☑ 賞味期限が1カ月以上ありますか
☑ 未開封ですか
☑ 破損して中身が出ていませんか

！


